
死
を
目
前
に
し
た
故
人
の
最
後
の
一
言
は
、
そ
の
人
の
人
生
の
最
後
を
飾

る
し
め
く
く
り
の
言
葉
と
し
て
重
盈
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
々
に

感
銘
を
与
え
、
私
た
ち
の
胸
を
強
く
打
つ
も
の
が
あ
る
。
本
書
の
著
者
も
ま

た
「
人
が
最
後
に
書
く
手
紙
は
、
そ
の
人
の
本
質
を
も
っ
と
も
は
っ
き
り
と

表
わ
し
、
そ
の
人
の
生
涯
を
も
っ
と
も
集
約
し
た
こ
と
ば
」
と
受
け
と
め
、

そ
の
こ
と
ば
に
耳
を
か
た
む
け
る
こ
と
に
よ
り
「
そ
こ
か
ら
は
、
人
は
ど
う

生
き
る
の
か
、
人
は
ど
う
死
ぬ
の
か
、
愛
と
は
な
に
か
、
運
命
と
は
な
に
か

Ｉ
に
つ
い
て
、
凝
縮
し
た
こ
と
ば
が
聞
こ
え
て
く
る
は
ず
」
で
あ
る
と
、

本
書
の
「
は
じ
め
に
」
の
中
で
記
し
て
い
る
。

よ
く
知
ら
れ
る
通
り
、
著
者
は
か
ね
て
か
ら
、
人
の
死
の
か
た
ち
は
時
代

に
よ
り
社
会
に
よ
り
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
っ
と
も
基
本
的
に
規

定
し
て
い
る
も
の
は
死
因
構
造
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
主
張
さ
れ
て
き
た
．

学
年
表
（
通
年
）
や
索
引
も
正
確
で
二
○
頁
を
費
し
て
豊
か
さ
と
温
か
味
を

添
え
て
い
る
。
こ
れ
を
重
た
い
大
著
の
弓
。
豆
ｑ
陣
乏
房
。
冒
望
唖
卑
旨
ｏ
憧
①
“

ｇ
層
２
９
巨
○
喝
・
言
旦
○
四
脚
且
岸
昌
日
巨
冒
ご
新
刊
な
ど
と
比
べ
る
愚
は

い
わ
な
い
が
、
軽
快
新
鮮
さ
に
お
い
て
寓
冨
．
閃
○
旨
“
固
い
胃
巨
昏
冒
日
日
巨
自
Ｏ
‐

ざ
喝
や
ロ
局
．
Ｑ
畠
．
岸
昌
目
巨
旨
○
］
○
四
よ
り
断
然
優
れ
て
嬉
し
い
本
で
あ

↓
○
。

（
山
中
太
木
）

〔
近
代
出
版
一
九
九
○
年
Ｂ
五
判
二
一
三
頁
定
価
二
、
○
六
○
円
〕

立
川
昭
二
著
『
最
後
の
手
紙
』

そ
し
て
医
学
史
や
疾
病
史
へ
の
深
い
造
詣
に
よ
り
、
飢
え
や
。
へ
ス
ト
で
人
々

が
死
ん
だ
時
代
か
ら
、
交
通
事
故
や
ガ
ン
、
脳
卒
中
な
ど
が
死
因
と
な
っ
た

現
代
へ
と
、
そ
の
死
因
構
造
、
疾
病
構
造
の
変
遷
を
そ
の
時
代
と
社
会
と
い

う
観
点
か
ら
考
察
し
て
、
既
に
多
く
の
著
作
を
世
に
間
う
て
い
る
。

本
書
も
ま
た
、
単
な
る
故
人
の
遺
書
や
辞
世
の
収
集
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
「
そ
の
人
物
の
生
き
方
や
思
想
が
も
っ
と
も
は
っ
き
り
表
わ
れ
た
最
後

の
手
紙
は
、
そ
の
時
代
を
も
っ
と
も
は
っ
き
り
写
し
出
し
た
鏡
の
ひ
と
つ
で

も
あ
る
」
と
の
視
点
か
ら
、
そ
の
死
の
か
た
ち
を
規
定
し
た
そ
の
時
代
と
社

会
を
探
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
明
治
か
ら
現
在
ま
で
を
四
期

に
分
け
て
、
各
時
代
そ
れ
ぞ
れ
八
人
の
「
最
後
の
手
紙
」
を
紹
介
す
る
形
を

と
っ
て
い
る
。

即
ち
ま
ず
明
治
大
正
期
を
「
時
代
の
鼓
動
」
と
名
づ
け
て
、
病
死
し
た
正

岡
子
規
、
石
川
啄
木
、
夏
目
撤
石
、
森
鴎
外
と
、
自
死
の
藤
村
操
、
乃
木
希

典
、
松
井
須
磨
子
、
有
島
武
郎
と
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

次
に
戦
前
の
昭
和
期
を
「
坊
樫
す
る
魂
」
と
呼
ん
で
、
芥
川
龍
之
介
、
野

口
英
世
、
宮
沢
賢
治
、
竹
久
夢
二
、
寺
田
寅
彦
、
立
原
道
造
、
種
田
山
頭
火
、

河
上
肇
ら
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
戦
中
の
昭
和
期
は
「
山
河
は
る
か
」
と
し
て
、
佐
々
木
清
美
、
中
村

徳
郎
、
鈴
木
肝
一
、
佐
々
木
八
郎
、
竹
内
浩
三
、
鈴
木
実
、
小
西
貞
明
、
山

本
幡
男
の
八
人
を
紹
介
し
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
の
戦
後
の
昭
和
期
を
「
繁
栄
の
陰
で
」
と
名
づ
け
て
、
原
民

喜
、
樺
美
智
子
、
高
野
悦
子
、
岡
真
史
、
西
川
喜
作
、
亀
田
千
春
、
山
野
井

道
子
、
土
岐
雄
三
ら
を
紹
介
し
て
解
説
を
加
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
個
左
の
記
載
は
夫
々
に
い
ず
れ
も
感
動
的
で
あ
る
が
、
タ
ー
ミ
ナ
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ル
・
ケ
ア
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
、
尊
厳
死
の
運
動
や
ホ
ス
ピ
ス
の
試
皐
が

進
め
ら
れ
る
今
日
の
関
心
か
ら
は
、
特
に
西
川
喜
作
と
土
岐
雄
三
と
が
注
目

さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
即
ち
、
千
葉
国
立
病
院
精
神
科
医
長
の
西
川
喜
作

は
、
自
ら
ガ
ン
と
知
っ
て
か
ら
現
代
医
学
に
お
い
て
い
か
に
死
が
お
ろ
そ
か

に
さ
れ
て
い
る
か
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
、
「
死
の
医
学
」
を
最
後
の
テ
ー

一
、
に
と
決
意
し
た
、
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
老
作
家
の
土
岐
雄
三
は
、

．
切
の
食
事
、
医
療
を
拒
否
仕
り
、
あ
の
世
へ
参
り
ま
す
」
と
延
命
医
療

に
対
し
て
果
敢
に
戦
い
を
挑
ん
だ
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

著
者
は
本
書
の
終
わ
り
に
近
く
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
現
代
医
療

は
人
の
死
を
見
え
に
く
い
も
の
に
し
た
。
死
が
あ
い
ま
い
に
な
れ
ば
、
生
も

愛
も
あ
い
ま
い
に
な
る
。
言
」
れ
が
最
後
』
の
『
最
後
』
は
ま
す
ま
す
あ
い

ま
い
に
な
る
。
…
・
・
・
一
最
後
の
手
紙
』
を
だ
れ
に
た
い
し
て
、
ど
う
書
く
か

ｌ
、
そ
れ
は
死
に
直
面
し
た
時
の
事
柄
で
は
な
く
、
日
常
の
生
の
い
と
な

み
の
中
に
あ
る
事
な
の
で
あ
る
」
と
。

本
書
は
若
い
人
々
を
目
標
に
書
か
れ
た
と
い
い
、
平
易
な
文
章
で
明
快
に

解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
深
く
、
そ
の
論
旨
は
鋭
く
、
広
く
一
般

の
読
者
に
対
し
て
、
日
本
人
の
死
生
観
を
考
え
る
上
で
大
き
な
示
唆
を
与
え

る
好
著
と
い
え
よ
う
。

（
津
田
進
三
）

〔
筑
摩
書
房
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
ブ
ッ
ク
ス
四
四
一
九
九
○
年
Ｂ
六
判

二
三
四
頁
定
価
九
八
○
円
〕

訳
注
者
の
高
山
直
秀
氏
は
、
わ
れ
わ
れ
歯
科
に
と
っ
て
貴
重
な
人
で
あ

る
。
彼
は
都
立
駒
込
病
院
小
児
科
に
勤
め
る
医
師
だ
が
、
歯
科
に
造
詣
が
ふ

か
い
。昭

和
五
十
九
年
に
、
『
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
歯
科
外
科
医
』
（
医
歯
薬
出
版
）
を

翻
訳
出
版
さ
れ
た
。
原
著
者
Ｐ
・
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
は
、
十
八
世
紀
前
期
に
先

駆
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
歯
科
医
で
、
「
近
代
歯
科
医
学
の
父
」
と
謡
わ
れ
る
。

彼
は
一
七
二
八
年
、
世
界
で
最
初
の
歯
科
医
学
書
と
な
っ
た
『
歯
科
外
科

医
』
を
著
わ
し
た
。
二
巻
か
ら
な
る
こ
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
著
が
、
高
山
氏

に
よ
っ
て
日
本
語
に
全
訳
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
大
業
で
あ
る
。
歯
科
医
学
の
原
点
と
も
い
え
る
。
ハ
イ
オ
ニ
ァ
の

業
績
を
、
わ
れ
わ
れ
は
つ
ぶ
さ
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
歯
科
医
師
は
、
高

山
氏
に
満
腔
の
感
謝
を
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
高
山
氏
が
こ
の
た
び
訳
出
さ
れ
た
の
が
、
本
著
『
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ズ
・

パ
レ
歯
科
口
腔
病
医
学
、
補
整
・
矯
正
・
義
肢
論
』
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も

な
く
パ
レ
は
、
近
代
外
科
学
の
父
と
尊
崇
さ
れ
る
十
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の

外
科
医
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
歯
科
医
師
に
と
っ
て
も
、
偉
大
な
先
人
だ
。
彼

は
、
一
五
七
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
『
パ
レ
全
集
』
を
著
わ
し
た
。
大
判
八

五
○
．
ヘ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
大
著
で
あ
る
。

そ
の
な
か
か
ら
、
高
山
氏
は
歯
科
口
腔
病
に
関
す
る
記
述
を
逐
一
チ
ェ
ッ

ク
し
た
。
当
時
、
歯
科
は
未
だ
独
立
し
た
科
で
は
な
く
、
パ
レ
は
歯
科
医
療

高
山
直
秀
訳
注

『
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ズ
・
パ
レ
歯
科
口
腔
病
医
学
、
補
整
・
矯
正
・
義
肢
論
』
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